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存 在 し生 き る こ とそ の もの が悲 哀 で あ る と い う こ と
西田哲 学における自己論 の考察






























一八八三年、七月 〈13歳〉 石川県師範学校(金 沢)に 入学。
一八八四年、十月 〈14歳〉 石川県師範学校の本科をチフスのため退校。
一八八六年、九月 〈16歳〉 石川県専門学校附属初等中学科第二級に補欠入学す。
一八八九年、五月 〈19歳〉 この月 より翌年七月 まで藤岡ω、 金田等の級友 と共に
「我尊会」を組織、この文会のために 「我尊会有翼文稿」
を草 し、互ひに切磋琢磨す。
同 年 、七月 〈19歳〉 第四高等中学校(石 川県専門学校)第 一部を行状点欠少
のため落第。第二部(理 科)へ 転科。
一八九〇年、五月頃 〈20歳〉 第四高等中学校を中途退学す。眼を病む。


















同 年 、六月 〈37歳〉 五女愛子残す。






























個物 としての自己は、矛盾性を媒介として生成されるか らである。 これについては、第三章
第二節 「自己存在の矛盾性の論理」で論 じるが、自己が矛盾性を媒介にしている例を、西田



























一八九一年 〈21歳〉 この年 試験答案 として 「韓図倫理学」を草す。
このように、西田の最初の草稿は倫理学について書いたものであ り、最初の著作 『善の研
究』(一 九一一年)も 倫理研究の書であることを考え合わせると、やは り、西田は人生の悲
哀すなわち人生問題を追究するために、哲学を選んだと推測できるのである。
また、三十五歳の時の日記にも、「余はpsychologist、sociologistに あらずlifeの 研究者
とならん。」(17:148)と 書いており、学問研究その ものよりも、lifeに こそ関心があるこ
とを西田は率直に語 っている。







中深 くお察 し申し上げます 人生の不幸程人生を深 くするものはありませぬ 真の宗教
も哲学 もここか らと存 じます 実践哲学の体系をおまとめの由何卒折角御努力御発表の
程をいのります(19:227)
前者は、西田三十六歳の時に、友人の国文学者藤岡作太郎(第 四高等中学校時代の同級生
























用 ナキニ人 ヲ訪 フベカラズ
無益 ノ者食 フベ カラズ
乱読スベカ ラズ
ー 日(月)朝 夕打坐。
二 日(火)朝 夕打坐。午後由比君 ノ病気 ヲ訪フ。
三 日(水)朝 夕打坐 。午後カーライル英雄論 ヲ読 ム。
四 日(木)午 後カー ライル ヲヨム。三竹細君来ル。 由比 ヲ訪 フ。小柳 ヲ訪 フ。朝夕打
坐。
五 日(金)朝 打坐。 此 日風邪ニ テ熱ア リ。学校 ニテ午後二学 芸部 ノ会議 ア リ。終 リテ
稲葉君 ト由比 ヲ訪 フ。Bekennt,e,sch6nenSeeleヲヨム、面 白 シ。
六 日(土)今 日ハ学校 ヲ休 マ ンカ ト思 ヒシモ出校 セ リ。Bekenntnisヲ 読了ス。北 條、
深 田へ手紙 出ス。夜打坐。此 日招魂祭 ナ リ。
七 日(日)午 後戸川君 ヲ訪 ヒ、香川園二遊 ブ。夜打 坐。(17:39-40)
この ように、西 田はまさに禅僧その ものの生活を してい る。 また、参禅 による多 くの老師
との出会 いもあった。
一八九六 年、 〈26歳 〉 洗心庵の雪門老師 の許 で参禅す る。
一八九七 年、 〈27歳 〉 この頃よ り参禅への関心高 ま り、雪門の ほかに滴水、広
州、虎関の禅師を歴 訪す る。
同 年 、 七、八月 京都妙心寺 の虎関禅師 の許で半夏大接心に七 日間参加。
これ より長年月にわた り打坐参禅す。
一八九九年、八月 〈29歳 〉 京都妙心寺僧堂に参 禅す。
同 年 、九月 雪門老 師に参ず。以 後主 と して雪門老 師に参ず。
一九〇一年、三月 〈31歳 〉 雪門老師 よ り寸心居士 の号を受 く。
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国や日本の伝統の雅号 に通 じるものであり、 この号を受けることは、親か ら与え られた名前




この無字の公案とは、『無門関』第一則の問答、 《犬に も仏性があ りますか》 という問いに
対して趙州が 《無!》 と応えたという問答のことである。 この 《無》をどう看るかが参禅者
に徹底的に問われるという臨済系の公案であり、多くの場合、最初の関門として与えられる
ものであるω。つまり、 この最初の関門の通過は、老師が禅者 としての西田を認めた証 しで
ある。
また、西田は禅の生活によって、禅以外の生活をも変容 させている。



















らく、禅体験 という具体的行為が、人生の悲哀の論理を開示 して くれるように思われたから


















はないが元来人は禅といふものを全 く誤解 して居るので 禅といふ ものは真に現実把握
を生命 とするものではないかとおもひます 私はこんなこと不可能ではあるが何 とか し
て哲学と結合 したい これが私の三十代からの念願で御座います 但 し君だからよいが
普通無識の徒が私を禅などと云ふ場合 私は極力反対いたします そんな人は禅 も知ら
ず 私の哲学も分らずXとYと が同じいと云つて居るにすぎぬ 私の哲学を誤 り禅を































直的に切 り込むような性質を持つ。つまり、禅の公案は、主客未分 に現前 一 西田のいう純
粋経験 一 する行為であ り、その行為によって、自己は自己の執着から逃れ人生の悲哀の論



































の世界」(一 九三四年)で あろうが、表現の仕方に違いはあれ、最初の著作のr善 の研究』






様に、実在は矛盾に由つて成立するのである、赤き物は赤か らざる色に対 し、働 く者は
之をうける者に対して成立するのである。 この矛盾が消滅すると共に実在 も消え失せて
しまふ。元来この矛盾 と統一とは同一の事柄を両方面 より見た ものにすぎない、統一が
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あるから矛盾があり、矛盾があるから統一がある。(1:68-69)
ここで西田は、「赤 き物」「働 く物」に対 して矛盾 ・対立する 「赤からざる色」「之をうけ
る者」が、「赤き物」「働 く物」の成立条件になっていること、そして真の実在はこれ らの矛
盾 ・対立の弁証法的運動によって立ち現れて くることを示 している。この西田の弁証法的思
索は西田の哲学研究の最後まで続 く。


































は一つの現在 として自己自身を形成 し行 く、作られたものより作るものへとして無限に




















《私》のみでは 《私》として成立 しない。《私》は私ならざるものである 《汝》があって、




の病理である分裂病である。木村敏によれば、分裂病の症状 とは、《私》 と 《汝》との闘争
で、《私》が 《汝》 に完全に敗退 して 《私》の場所を 《汝》 に空け渡 した状態一 他者性の
妄想 一 か、あるいは、最初から闘争を避けている状態 一 自閉一 かである。要するに、




次 に、自己の個別化における 《健康》と 《病気》の相互限定について考察する。西田は、
《病気》を 《健康》 自体のなかに本来含まれている自己矛盾の露呈であると捉えている。
個物 と個物 との相互限定 といふことは非連続の連続の媒介者が自己自身を限定するこ
とであり、非連続の連続の媒介者が自己自身を限定するといふことは個物 と個物 との相
















対矛盾的と言える創造性を指摘 している。別の表現をすると、《悪》は 《善》 に不可欠であ
り、絶対矛盾的自己同一 的に 《善》を発現す る役割を担 っていると言え る。要するに、






















最後に、「悲哀」 と 「自己」に論点を集約 し、本論文のまとめをする。
現実の世界というものは、西田の生涯でみてきたように、無限なる苦悩と不安に満ちた悲
哀の世界である。この現実の世界に生きる我 々にとって、存在 し生 きることそのものが悲哀
であるということである。














あり、 ここで開示 されるのが矛盾性を本質とする宗教的世界である。宗教的問題 一 人生の
悲哀すなわち自己存在の矛盾性 一 は、 この 「場所的論理」が開 く宗教的世界の生成力、革


















に関心を持ち続け、「論理の理解 と数理の理解」(一 九一二年)(西 田幾多郎全集第一巻 『思索と体験』
所収)、 「数から空間への発展」(一 九一六年)(同 全集第二巻 『自覚に於ける直観 と反省』所収)、 「田辺
元著 『数理哲学研究』序」(一九一八年)「『数学教育資料』序」(一 九二四年)(同 全集第十三巻 『小篇』
所収)、 「数学者アーベル」(一 九三三年)(同 全集第十二巻 『続思索と体験』所収)、 「論理と数理」(一



































「明治三十四年三月十七 日の日記に 『午後二時より仏教青年会に趣 く。……それより直に洗心庵にゆ
き戒をうけ、寸心居士の号を雪門老師より賜わる』 とあります。西田が禅の道をしっかり歩んでいるこ
とを老師が認めたわけです。居士号というのは 『境涯』の象徴ということができるでしょう。西田の居
士号は寸心です。(因 みに鈴木貞太郎の居士号が 「大拙」です。)こ の 「寸心』という言葉は杜甫や李 白
の詩にもあり、その意味もいろいろな解釈がありますが、後の京大時代の西田の学生で自分も禅の道を
歩むことになった久松真一は 「寸心に乾坤を蔵す』という意味にとっています。中国や日本の伝統では






(10)上 田閑照 『西田幾多郎を読む』岩波書店、一九九一年、一九七 一二〇〇頁参照。
(11)鈴 木大拙 『新編東洋的な見方』上田閑照編、岩波書店、一九九七年、十一二十八頁で、鈴木は禅





(12)フ ッサールの現象学において、 〈現象学的(超 越論的)エ ポケー〉は、自然的態度から現象学的
態度へと態度変更するための操作を意味し、 この限 りでは く現象学的還元〉と同義である。フッサール
によれば、自然的態度における一般定立(普 遍的な存在信慧)の スイッチを切 り、対象に関する存在措
定を 「遮断 し」、その存在性格を 「括弧にいれる」ことがエポケーである。それによって純粋意識の領
域 もしくは、正確にいえば、「世界と世界意識との普遍的相関関係」 という新たな探求領域が開けると
いうのである。(廣 松渉他編 『哲学 ・思想事典』岩波書店、一九九八年、一六二頁)
(13)「 グリーン氏倫理哲学の大意」(一八九五年)(西 田幾多郎全集第十三巻 『小篇』所収、ニー頁)
で、西田は倫理哲学を 「世人が詩及び宗教に托せる最 も深遠の人生問題を学問的に説明せんとする学」
と規定 している。また、「書簡集二」(西 田幾多郎全集第十九巻、五三一頁)で 、「真に深き哲学に入る























こっちゃ。」(朝 日新聞、一九九七年、四月二十二 日、永田耕衣 「永田耕衣の世界」)
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ここで、永田は、事物の真実、事物の発展は絶対矛盾的自己同一にあ り、世界の意味の解読は絶対矛
盾的自己同一的であると述べているのである。 したがって、句の清は濁で見えて くるのであり、清は濁
でグレードアップするのである。まさに、清は濁で存在するのである。
